
年間授業計画　

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

ユニバーサルデザイン
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・ユニバーサルデザインについて理解でき
る。[知]
・ユーザインタフェースの問題点を考える
こ
とができる。[思]
・ユーザインタフェースなど粘り強く考え
る
ことができる。[態]

○ ○ ○

3

合計

63

8

３
学
期

・生活に欠かせない情報システムに
ついて学ぶ。
・Webページや電子メールの仕組み
について学ぶ。

ネットワークとインターネット
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・インターネットとはどのようなものか，
理
解できる。[知]
・プロトコルと，その1つであるTCP/IPを理
解できる。[知]
・Webページなどで分かりやすく表現でき
る。[思]
・Webページなど粘り強く作品を作ろうとし
ている。[態]

○ ○ ○ 8

・ユニバーサルデザイン，アクセシ
ビリティについて学ぶ。

・情報化による利便性と危険性につ
いて学ぶ。
・情報社会での情報セキュリティ技
術について学ぶ。

情報技術の発展
情報セキュリティ
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報技術による社会・生活の変化が理解
で
きる。[知]
・情報技術のメリットとデメリットを考え
る
ことができる。[思]
・セキュリティ上よいとされるパスワード
は
どのようなものか判断できる。[思]
・セキュリティ方策など粘り強く判断して

○ ○ ○

アルゴリズムとプログラミング
データベース
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・プログラムとアルゴリズムの関係を理解
できる。[知]
・プログラムを作ることができる。[思]
・アルゴリズムを表現することができる。
[思]
・粘り強く，プログラムを作ろうとしてい
る。[態]

○ ○ ○ 8

7

２
学
期

・アナログ・デジタル・デジタル
データの特徴について学ぶ。
・コンピュータ内部での数値（２進
数，１６進数）の表現について学
ぶ。

デジタル技術
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・デジタル化の標本化，量子化，符号化が
理
解できる。[知]
・2進法，10進法，16進法の仕組みが理解で
きる。[知]
デジタル情報とアナログ情報のメリットと
デ
メリットを考えることができる。[思]
・デジタル化に関して粘り強く考えていく
こ

○ ○ ○ 8

・アルゴリズムの基本について学
ぶ。
・さまざまな場面で処理するための
プログラムを作る。

・個人情報やプライバシー，個人情
報の保護や管理と関連権利（プライ
バシー権，肖像権，パブリシティ
権、著作権）について学ぶ。

情報社会における法規と制度
著作権
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・著作権の内容を理解できる。[知]
・正しい引用で表現できる。[思]
・さまざまな法規に関して粘り強く考えて
いくことができる。[態] ○ ○ ○

8

・デザインの基本，色彩について学
ぶ。
・身のまわりにある，文字や音声，
図やイラストによる情報で使われて
いる工夫について学ぶ。

情報デザイン
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報デザインの目的を理解できる。[知]
・抽象化，可視化，構造化の方法を理解で
きる。[知]
・情報を整理し，適切に構造化・可視化し
て
表現できる。[思]
・粘り強く，分かりやすい作品を作ろうと
し
ている。[態]

○ ○ ○ 8

・匿名性の特徴，ネットワーク上の
ルールとマナー，情報の受信者・発
信者としてのモラルと責任について
学ぶ。

情報モラル
情報化社会における法と規制
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報に関する法規や制度があることを理
解できる。[知]
・情報モラルに配慮して情報を発信するこ
とができる。[思]
・SNS等で加害者や被害者にならないための
対応が判断できる。[思]
・情報モラルに関して粘り強く考えていく
ことができる。[態]

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

・メディアの機能と特性について学
ぶ。

情報とメディアの特性
問題解決の流れ
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報の特性から，情報とは何か理解でき
る。[知]
・各メディアのメリット，デメリットが判
断
できる。[思]
・メディアメディアに関して粘り強く考え
て
いくことができる。[態]

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用する
ための知識について理解し，技能を身に付けて
いるとともに，情報化の進展する社会の特質及
びそのような社会と人間との関わりについて理
解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉
え，問題の発見・解決に向けて情報と情報
技術を適切かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

新編情報I　東京書籍

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得すると
ともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2



年間授業計画　

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択科目

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報システムの設計
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報システムの設計を表記する方法、設
計、実装、テスト、運用等のソフトウェア
開発のプロセスとプロジェクト・マネジメ
ントについて理解している。[知]
・情報システムをいくつかの機能単位に分
割して制作し統合するなど、開発の効率や
運用の利便性などに配慮して設計すること
[思]
・情報システムの設計など粘り強く考える
ことができる。[態]

○ ○ ○

3

合計

63

8

３
学
期

・生活に欠かせない情報システムに
ついて学ぶ。

情報システム
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報システムにおける、情報の流れや処
理の仕組み、情報セキュリティを確保する
方法や技術について理解している。[知]
・情報システムについて、その在り方や社
会に果たす役割と及ぼす影響について考察
することができる。[思]
・情報システムについて粘り強く考えるこ
とができる。[態]

○ ○ ○ 8

・情報システムの設計について学
ぶ。

・データの分析と分類について学
ぶ。

データの分析と分類
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・データの処理を行い解釈・表現する方法
について理解し技能を身に付けている。
[知]
・モデルやデータ処理の結果を評価し、モ
デル化や処理、解釈・表現の方法を改善す
ることができる。[思]
・データ分析など粘り強く判断していくこ
とができる。[態]

○ ○ ○

データの収集と整理
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・目的に応じた適切なデータの収集や整
理、整形について理解している。[知]
・目的に応じて、適切なデータを収集し、
整理し、整形することができる。[思]
・粘り強く，データ整理などができる。
[態]

○ ○ ○ 8

7

２
学
期

・データの活用について学ぶ。 データの活用
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・データ活用の有用性、データサイエンス
が社会に果たす役割について理解してい
る。[知]
・将来の現象を予測したり、複数の現象間
の
関連を明らかにしたりするために、適切な
モ
デル化や処理、解釈・表現を行うことがで
きる。[思]
・データサイエンスに関して粘り強く考え

○ ○ ○ 8

・データの収集と整理について学
ぶ。

・人間の知的活動への影響について
学ぶ。

人間の知的活動への影響
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報技術の発展による人の知的活動への
影響について理解している。[知]
・人の知的活動が変化する社会における情
報システムの意義について考察できる。
[思]
・人の知的活動に関して粘り強く考えてい
くことができる。[態]

○ ○ ○

8

・コンテンツの制作について学ぶ。 コンテンツの制作
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・文字、音声、静止画、動画などを組み合
わ
せたコンテンツを制作する技能を身に付け
ている。[知]
・情報デザインに配慮してコンテンツを制
作し、評価し改善できる。[思]
・粘り強く，分かりやすい作品を作ろうと
し
ている。[態]

○ ○ ○ 8

・メディアの特性について学
ぶ。

メディアの特性
問題解決の流れ
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・多様なコミュニケーションの形態とメ
ディアの特性との関係について理解してい
る。[知]
・目的や状況に応じて、コミュニケーショ
ンの形態を考え、適切なメディアを選択
し、組合せを考えることができる。[思]
・メディアに関して粘り強く考えていくこ
とができる。[態]

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

・情報社会の進展と情報技術につい
て学
ぶ。

情報社会の進展と情報技術
・教材 教科書、副教材、問題集
・一人１台端末の活用

・情報技術の発展の歴史を踏まえ、情報社
会
の進展について理解している。[知]
・人の知的活動が変化する社会における情
報システムの意義について考察することが
できる。[思]
・本単元に関して粘り強く考えていくこと
ができる。[態]

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

情報Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用する
ための知識について理解し，技能を身に付けて
いるとともに，情報化の進展する社会の特質及
びそのような社会と人間との関わりについて理
解している。

事象を情報とその結び付きの視点から捉
え，問題の発見・解決に向けて情報と情報
技術を適切かつ効果的に用いている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題
の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術
を活用し，自ら評価し改善しようとしている。

情報Ⅱ　東京書籍

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
多様なコミュニケーションの実現、情報システムや多様なデータの活用について理解を深め技能を習得
するとともに、情報技術の発展と社会の変化について理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的、創造的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、新たな価値の創造を目指し、情報社会に主体的に参画し、
その発展に寄与する態度を養う。

情報 情報Ⅱ
情報 情報Ⅱ 2


